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検
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す
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集
団
的
自
衛
権
行
使
等
を
検
討
す
る
た
め
の
政
府
作
成
事
例
に
関
す
る
質
問
主
意
書

集
団
的
自
衛
権
行
使
等
を
検
討
す
る
に
関
し
て
、
政
府
が
作
成
し
た
事
例
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

一

政
府
が
作
成
し
た
事
例
集
十
四
で
「
国
際
的
な
機
雷
掃
海
活
動
へ
の
参
加
」
と
い
う
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
と
い
う
例
示
が
あ

る
事
例
が
あ
る
。
こ
の
戦
闘
中
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
事
例
が
、
例
示
の
あ
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
の
事
例
で
あ
っ
た
場

合
、
我
が
国
が
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
機
雷
掃
海
を
す
る
場
合
、
現
時
点
の
解
釈
で
は
、
他
国
で
の
武
力
行
使
に
当
た
る
か
、

否
か
。

二

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
安
倍
総
理
は
、
「
個
別
的
自
衛
権
に
お
い
て
も
、
現
在
の
解
釈

に
お
い
て
は
、
武
力
行
使
の
目
的
を
持
っ
て
、
武
装
し
た
部
隊
を
他
国
の
領
土
、
領
海
、
領
空
へ
派
遣
す
る
、
い
わ
ゆ
る
海

外
派
兵
は
、
一
般
に
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
と
解
し
て
い
る
と
い
う

の
が
、
今
も
こ
れ
は
変
わ
ら
な
い
立
場
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
個
別
的
自
衛
権
に
お
い
て
も

こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
仮
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
同
様
の
制
約
が
か

か
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

政
府
が
作
成
し
た
事
例
集
十
四
「
国
際
的
な
機
雷
掃
海
活
動
へ
の
参
加
」
が
、
武
力
行
使
（
こ
の
場
合
は
機
雷
掃
海
）
の

一



目
的
を
持
っ
て
、
武
装
し
た
部
隊
を
他
国
の
領
海
（
こ
の
場
合
は
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
）
に
派
遣
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
当
た

る
場
合
、
事
例
十
四
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
総
理
答
弁
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


